
 

最近、我が国においては、大企業の不祥事が続出し、モラルが低下して企業の経営理念

が問われている。さらには世界に例を見ない少子高齢化により、生産人口の減少が日本経

済に大きな打撃を与えている。 

今こそ経営の在り方を見直し、原点回帰する時である。経営とは何か。それは『人に始

まり人に終わる』ということに尽きる。経営の本質は人との出会いを大切にし、ぶれない

経営を掲げ、幹となる企業の理念をしっかりと構築、または再構築し、あとは将来を見据

えた具体的な実践活動が必要となる。そのためにどのような経営の姿勢が必要か、４０年

にわたる企業生活で会得したことを披瀝したい。 
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